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監 査 公 表 第 ２ １ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 令 和 ２ 年 度 分 の 県 公 営

企 業 に 係 る 定 期 監 査 を 実 施 し た 結 果 は 、 次 の と お り で す 。
令 和 ３ 年 ９ 月 17日

福 島 県 監 査 委 員 星 公 正
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 佐 竹 浩
福 島 県 監 査 委 員 高 橋 宏 和

（ 土 木 部 （ 流 域 下 水 道 事 業 会 計 ） ）
１ 監 査 等 の 基 準

本 件 の 監 査 等 は 、 福 島 県 監 査 委 員 監 査 基 準 （ 令 和 ２ 年 福 島 県 監 査 委 員 監 査 公 表 第 10
号 ） に 基 づ き 実 施 し た 。

２ 監 査 等 の 種 類
財 務 監 査

３ 監 査 等 の 着 眼 点
⑴ 事 務 事 業 が 法 令 等 に 従 っ て 適 正 に 実 施 さ れ て い る か 。 （ 合 規 性 ）
⑵ 会 計 情 報 が 体 系 的 か つ 適 正 ・ 確 実 に 事 実 を 反 映 し て い る か 。 （ 正 確 性 ）
⑶ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 が 最 少 の 経 費 と な っ て い る か 。 （ 経 済 性 ）
⑷ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 が 費 用 に 見 合 う 効 果 が 挙 が っ て い る か 。 （ 効 率 性 ）
⑸ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 の 結 果 が 、 所 期 の 目 的 を 達 成 し て い る か 、 ま た 、
成 果 を 上 げ て い る か 。 （ 有 効 性 ）

４ 監 査 等 の 対 象 、 実 施 内 容 及 び 結 果
対 象 機 関 土 木 部 （ 流 域 下 水 道 事 業 会 計 ）
実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 ８ 月 ２ 日
実 施 方 法 実 地 監 査
担 当 監 査 委 員 星 公 正

高 橋 宏 和
（ 福 島 県 流 域 下 水 道 事 業 ）

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
令和３年９月17日 金曜日 福 島 県 報 号外第56号1
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第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況
令 和 ２ 年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 に つ い て は 、 一 部 を 除 き 、 事 業 経 営 の 実 態 を

お お む ね 正 し く 反 映 し て い る と と も に 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 一
部 に 是 正 及 び 改 善 を 要 す る も の が 見 受 け ら れ た も の の 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ
た も の と 認 め ら れ る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
当 年 度 に お け る 流 域 下 水 道 事 業 の 実 績 は 、 年 間 処 理 水 量 は 54 , 2 6 0 , 5 1 2ｍ3で 、 前

年 度 と 比 較 し て 396 , 8 0 9ｍ3（ 0 . 7％ ） 減 少 し て い る 。 な お 、 当 年 度 に お け る 建 設 改
良 事 業 に つ い て は 、 県 中 浄 化 セ ン タ ー 受 変 電 設 備 改 築 更 新 工 事 等 を 実 施 し て い
る 。
経 営 実 績 で は 、 事 業 収 益 が 8 , 0 0 8 , 5 6 5 , 4 8 0円 に 対 し 事 業 費 用 は 7 , 9 9 5 , 3 8 3 , 9 6 1円

で 、 当 年 度 の 純 利 益 は 1 3 , 1 8 1 , 5 1 9円 と な っ て い る 。
監 査 の 結 果 、 次 の ４ 件 の 指 摘 事 項 に つ い て 是 正 ・ 改 善 を 求 め た 。
（ 指 摘 事 項 ）

収 益 の 計 上 に 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
（ 事 実 ）

流 域 下 水 道 事 業 は 令 和 ２ 年 度 に 公 営 企 業 会 計 に 移 行 し 、 収 益 の 計 上 を 正 確 に 行
う 必 要 が あ っ た に も か か わ ら ず 、 算 定 を 誤 り 、 決 算 に 重 大 な 影 響 を 与 え て い る 。
企 業 債 元 金 償 還 の た め に 受 け 入 れ た 一 般 会 計 出 資 金 6 7 2 , 7 4 7 , 0 0 0円 に よ り 積 み

立 て た 長 期 前 受 金 に つ い て は 、 固 定 資 産 の 減 価 償 却 等 に 伴 い 、 戻 入 に よ る 収 益 化
を 行 う べ き と こ ろ 、 行 っ て い な い 。
こ の 結 果 、 令 和 ２ 年 度 の 純 利 益 が 67 2 , 7 4 7 , 0 0 0円 過 小 に 計 上 さ れ て い る 。

（ 是 正 又 は 改 善 の 意 見 ）
公 営 企 業 会 計 に 移 行 し た こ と の 意 義 及 び 収 益 等 を 正 確 に 算 定 す る こ と の 重 要 性

を 再 認 識 し た 上 で 、 職 員 に 改 め て 周 知 徹 底 し 、 出 先 機 関 を 含 め て 組 織 的 な 執 行 体
制 及 び チ ェ ッ ク 体 制 を 確 立 す る と と も に 、 収 益 の 計 上 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に
基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。

（ 指 摘 事 項 ）
市 町 村 負 担 金 収 入 の 会 計 処 理 に 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。

（ 事 実 ）
企 業 債 元 金 償 還 の た め に 受 け 入 れ た 市 町 村 負 担 金 263 , 7 1 6 , 3 6 6円 （ 市 町 村 か ら 受

領 し た 290 , 0 8 8 , 0 0 0円 か ら 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 に 相 当 す る 額 を 差 し 引 い た 金 額 ）
に つ い て は 、 資 本 的 収 入 に 計 上 し 、 長 期 前 受 金 に 整 理 し た 上 で 、 戻 入 に よ る 収 益
化 を 行 う べ き と こ ろ 、 収 益 的 収 入 の 営 業 収 益 に 計 上 し て い る 。
ま た 、 保 管 汚 泥 処 分 費 と し て 受 け 入 れ た 市 町 村 負 担 金 45 4 , 5 4 5 , 3 6 0円 (市 町 村 か

ら 受 領 し た 4 9 9 , 9 9 9 , 8 9 2円 か ら 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 に 相 当 す る 額 を 差 し 引 い た
金 額 ） か ら 特 別 損 失 （ 放 射 性 物 質 を 含 む 脱 水 汚 泥 の 収 集 運 搬 及 び 処 分 業 務 委 託 費
用 等 ） の 金 額 3 7 7 , 9 2 1 , 2 4 4円 を 差 し 引 い た 7 6 , 6 2 4 , 1 1 6円 に つ い て は 、 令 和 ３ 年 度
以 降 の 特 別 損 失 に 充 当 す る た め 、 前 受 金 に 整 理 す べ き と こ ろ 、 営 業 収 益 に 計 上 し
て い る 。

（ 是 正 又 は 改 善 の 意 見 ）
公 営 企 業 会 計 に 移 行 し た こ と の 意 義 及 び 会 計 処 理 を 正 し く 行 う こ と の 重 要 性 を

再 認 識 し た 上 で 、 職 員 に 改 め て 周 知 徹 底 し 、 出 先 機 関 を 含 め て 組 織 的 な 執 行 体 制
及 び チ ェ ッ ク 体 制 を 確 立 す る と と も に 、 会 計 処 理 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基 づ
き 適 正 に 行 う こ と 。

（ 指 摘 事 項 ）
固 定 資 産 の 管 理 及 び 減 価 償 却 に 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。

（ 事 実 ）
流 域 下 水 道 事 業 は 令 和 ２ 年 度 に 公 営 企 業 会 計 に 移 行 し 、 資 産 の 把 握 を 正 確 に 行

う 必 要 が あ っ た に も か か わ ら ず 、 公 営 企 業 会 計 適 用 時 に お け る 固 定 資 産 の 計 上 及
び 決 算 整 理 に 係 る 減 価 償 却 が 過 大 又 は 過 少 に な っ て い る も の が あ る 。
１ 県 北 浄 化 セ ン タ ー の 機 械 及 び 装 置 等 に つ い て 、 令 和 元 年 東 日 本 台 風 に よ る
浸 水 被 害 に よ り 用 途 廃 止 す べ き も の な ど が あ る が 、 一 部 を 除 き 帳 簿 価 格 が 減
額 さ れ な い ま ま 計 上 さ れ て い る 。

２ 車 両 運 搬 具 及 び 工 具 、 器 具 及 び 備 品 に つ い て 、 小 型 貨 物 自 動 車 な ど 固 定 資
産 台 帳 に 登 録 さ れ て い な い も の が あ る 。

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
３ 無 形 固 定 資 産 （ ソ フ ト ウ ェ ア ） に つ い て 、 流 域 下 水 道 事 業 に 係 る 会 計 シ ス
テ ム と し て 4 , 0 7 9 , 0 0 0 円 計 上 す べ き と こ ろ 、 4 1 , 0 3 8 , 9 2 0 円 が 計 上 さ れ て い
る 。

４ そ の 他 無 形 固 定 資 産 に つ い て 、 あ だ た ら 浄 化 セ ン タ ー に 設 置 さ れ て い る 電
話 ４ 回 線 分 の 電 話 加 入 権 30 5 , 7 6 0円 が 計 上 さ れ て い る が 、 契 約 名 義 は 県 以 外
の 法 人 と な っ て い る 。

（ 是 正 又 は 改 善 の 意 見 ）
公 営 企 業 会 計 に 移 行 し た 意 義 及 び 資 産 計 上 の 重 要 性 に つ い て 、 改 め て 職 員 へ の

周 知 徹 底 を 図 る と と も に 、 固 定 資 産 の 管 理 及 び 減 価 償 却 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程
に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。

（ 指 摘 事 項 ）
委 託 業 務 の 精 算 に 伴 う 額 の 確 定 及 び 返 還 金 の 収 入 調 定 時 期 に 著 し く 適 正 を 欠 い

て い る も の が あ る 。
（ 事 実 ）

令 和 ２ 年 度 に 流 域 下 水 道 事 業 が 公 営 企 業 会 計 に 移 行 し 、 経 済 性 の 発 揮 に 組 織 全
体 で 努 め る べ き で あ っ た に も か か わ ら ず 、 令 和 元 年 度 の 阿 武 隈 川 上 流 流 域 下 水 道
維 持 管 理 業 務 及 び 維 持 管 理 補 完 業 務 委 託 に つ い て 、 執 行 実 績 報 告 収 受 （ 令 和 ２ 年
５ 月 28日 ） 後 、 速 や か に 額 の 確 定 及 び 返 還 金 14 8 , 1 3 4 , 6 5 1円 の 収 入 調 定 を 行 う べ
き と こ ろ 、 令 和 ２ 年 10月 27日 に 行 っ て い る 。

（ 是 正 又 は 改 善 の 意 見 ）
公 営 企 業 会 計 に 移 行 し た 意 義 に つ い て 、 組 織 と し て 再 認 識 の 上 、 職 員 へ の 周 知

徹 底 を 図 る と と も に 、 委 託 料 の 額 の 確 定 及 び 返 還 金 の 調 定 に 当 た っ て は 、 委 託 業
務 完 了 後 速 や か に 行 う こ と 。

対 象 公 所 県 北 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所
実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 ７ 月 30日
実 施 方 法 実 地 監 査
担 当 監 査 委 員 星 公 正

高 橋 宏 和
事 業 経 営 の 状 況
流 域 下 水 道 事 業 を 行 っ て い る が 、 そ の 事 業 管 理 の 状 況 は お お む ね 適 正 で あ っ た と

認 め ら れ る 。
監 査 の 結 果 、 次 の １ 件 の 指 摘 事 項 に つ い て 是 正 ・ 改 善 を 求 め た 。
（ 指 摘 事 項 ）

固 定 資 産 の 管 理 及 び 処 分 に 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。
（ 事 実 ）

県 北 浄 化 セ ン タ ー の 固 定 資 産 に つ い て 、 令 和 元 年 東 日 本 台 風 に よ る 浸 水 被 害 に
よ っ て 用 途 廃 止 す べ き も の な ど が あ る に も か か わ ら ず 、 令 和 ２ 年 度 の 公 営 企 業 会
計 移 行 後 に お い て も 、 一 部 を 除 き そ の 手 続 が 行 わ れ て い な い 。

（ 是 正 又 は 改 善 の 意 見 ）
公 営 企 業 会 計 に 移 行 し た 意 義 及 び 資 産 計 上 の 重 要 性 に つ い て 、 改 め て 職 員 へ の

周 知 徹 底 を 図 る と と も に 、 固 定 資 産 の 管 理 及 び 処 分 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 基
づ き 適 正 に 行 う こ と 。

対 象 公 所 県 中 流 域 下 水 道 建 設 事 務 所
実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 ７ 月 27日
実 施 方 法 実 地 監 査
担 当 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

佐 竹 浩
事 業 経 営 の 状 況
流 域 下 水 道 事 業 を 行 っ て い る が 、 そ の 事 業 管 理 の 状 況 は 適 正 で あ っ た と 認 め ら れ

る 。

監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 等 に 適 合 し 、 正 確 に 行 わ
れ 、 最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及 び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て
お り 、 重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
（ 企 業 局 ）
１ 監 査 等 の 基 準

本 件 の 監 査 等 は 、 福 島 県 監 査 委 員 監 査 基 準 （ 令 和 ２ 年 福 島 県 監 査 委 員 監 査 公 表 第 10
号 ） に 基 づ き 実 施 し た 。

２ 監 査 等 の 種 類
財 務 監 査

３ 監 査 等 の 着 眼 点
⑴ 事 務 事 業 が 法 令 等 に 従 っ て 適 正 に 実 施 さ れ て い る か 。 （ 合 規 性 ）
⑵ 会 計 情 報 が 体 系 的 か つ 適 正 ・ 確 実 に 事 実 を 反 映 し て い る か 。 （ 正 確 性 ）
⑶ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 が 最 少 の 経 費 と な っ て い る か 。 （ 経 済 性 ）
⑷ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 が 費 用 に 見 合 う 効 果 が 挙 が っ て い る か 。 （ 効 率 性 ）
⑸ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 の 結 果 が 、 所 期 の 目 的 を 達 成 し て い る か 、 ま た 、
成 果 を 上 げ て い る か 。 （ 有 効 性 ）

４ 監 査 等 の 対 象 、 実 施 内 容 及 び 結 果
対 象 機 関 福 島 県 企 業 局
実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 ８ 月 ２ 日
実 施 方 法 実 地 監 査
担 当 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

佐 竹 浩
（ 福 島 県 工 業 用 水 道 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

令 和 ２ 年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 に つ い て は 、 事 業 経 営 の 実 態 を 正 し く 反 映 し
て い る と と も に 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ
た も の と 認 め ら れ る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
当 年 度 に お け る 工 業 用 水 道 事 業 の 実 績 は 、 総 給 水 量 3 2 2 , 9 6 5 , 4 5 4ｍ3で 、 前 年 度

と 比 較 し て 1 , 0 1 2 , 1 7 7ｍ3（ 0 . 3％ ） 増 加 し て い る 。 な お 、 当 年 度 に お け る 建 設 改 良
事 業 に つ い て は 、 導 水 管 布 設 （ 江 畑 ） 工 事 等 を 実 施 し て い る 。
経 営 実 績 で は 、 事 業 収 益 が 2 , 7 9 7 , 0 3 1 , 2 2 6円 に 対 し 事 業 費 用 は 2 , 6 3 5 , 6 5 2 , 7 5 0円

で 、 純 利 益 は 16 1 , 3 7 8 , 4 7 6円 と な っ て お り 、 前 年 度 よ り 226 , 6 0 7 , 9 5 9円 増 加 し て い
る 。 こ れ は 、 前 年 度 と 比 較 し 、 固 定 資 産 除 却 費 が 減 少 し た こ と 、 好 間 、 相 馬 両 工
業 用 水 道 に 係 る 災 害 復 旧 事 業 補 助 金 の 増 な ど 営 業 外 収 益 が 増 加 し た こ と に よ る も
の で あ る 。

監 査 の 結 果 、 次 の １ 件 の 指 導 事 項 に つ い て 是 正 ・ 改 善 を 求 め た 。
（ 指 導 事 項 ）

給 与 の 支 給 事 務 に 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。

（ 福 島 県 地 域 開 発 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

令 和 ２ 年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 に つ い て は 、 事 業 経 営 の 実 態 を 正 し く 反 映 し
て い る と と も に 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ
た も の と 認 め ら れ る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
当 年 度 に お け る 地 域 開 発 事 業 の 実 績 は 、 地 元 自 治 体 等 と 連 携 し な が ら 未 分 譲 地

の 早 期 分 譲 に 取 り 組 ん だ が 、 分 譲 実 績 は な か っ た 。
当 年 度 末 に お け る 分 譲 率 は 、 田 村 西 部 工 業 団 地 が 9 8 . 3％ 、 白 河 複 合 型 拠 点 （ 造

成 済 み ） 業 務 用 地 が 8 3 . 4％ 、 い わ き 四 倉 中 核 工 業 団 地 第 ２ 期 区 域 が 3 8 . 9％ と な っ
て い る 。
経 営 実 績 で は 、 事 業 収 益 1 , 3 3 6 , 3 7 7 , 5 6 4円 に 対 し 事 業 費 用 は 1 , 0 6 0 , 7 0 1 , 8 1 1円

で 、 当 年 度 の 純 利 益 は 2 7 5 , 6 7 5 , 7 5 3 円 と な っ て お り 、 前 年 度 の 純 利 益
1 , 2 1 3 , 3 6 9 , 8 8 9円 と 比 較 す る と 、 土 地 売 却 収 益 が な か っ た こ と 、 い わ き 四 倉 中 核
工 業 団 地 損 失 補 填 精 算 金 の 増 加 に よ り 、 93 7 , 6 9 4 , 1 3 6円 の 減 少 と な っ て い る 。

監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 等 に 適 合 し 、 正 確 に 行 わ
れ 、 最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及 び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て
お り 、 重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。
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（ 病 院 局 ）
１ 監 査 等 の 基 準

本 件 の 監 査 等 は 、 福 島 県 監 査 委 員 監 査 基 準 （ 令 和 ２ 年 福 島 県 監 査 委 員 監 査 公 表 第 10
号 ） に 基 づ き 実 施 し た 。

２ 監 査 等 の 種 類
財 務 監 査

３ 監 査 等 の 着 眼 点
⑴ 事 務 事 業 が 法 令 等 に 従 っ て 適 正 に 実 施 さ れ て い る か 。 （ 合 規 性 ）
⑵ 会 計 情 報 が 体 系 的 か つ 適 正 ・ 確 実 に 事 実 を 反 映 し て い る か 。 （ 正 確 性 ）
⑶ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 が 最 少 の 経 費 と な っ て い る か 。 （ 経 済 性 ）
⑷ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 が 費 用 に 見 合 う 効 果 が 挙 が っ て い る か 。 （ 効 率 性 ）
⑸ 事 務 事 業 の 遂 行 及 び 予 算 の 執 行 の 結 果 が 、 所 期 の 目 的 を 達 成 し て い る か 、 ま た 、
成 果 を 上 げ て い る か 。 （ 有 効 性 ）

４ 監 査 等 の 対 象 、 実 施 内 容 及 び 結 果
対 象 機 関 福 島 県 病 院 局
実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 ８ 月 ２ 日
実 施 方 法 実 地 監 査
担 当 監 査 委 員 星 公 正

高 橋 宏 和
（ 福 島 県 立 病 院 事 業 ）
第 １ 決 算 及 び 財 務 の 状 況

令 和 ２ 年 度 に お け る 決 算 及 び 財 務 に つ い て は 、 事 業 経 営 の 実 態 を 正 し く 反 映 し
て い る と と も に 、 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 に つ い て は 、 お お む ね 適 正 に 執 行 さ れ
た も の と 認 め ら れ る 。

第 ２ 事 業 経 営 の 状 況
県 立 病 院 は 、 大 野 病 院 が 東 日 本 大 震 災 及 び 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故

に 伴 い 休 止 し て お り 、 令 和 ２ 年 度 に お け る 利 用 可 能 な 施 設 は 、 ４ 病 院 １ 診 療 所 、
許 可 病 床 数 356床 で あ る 。
令 和 ２ 年 度 の 患 者 数 は 、 入 院 が 延 べ 49 , 5 9 9人 、 外 来 が 延 べ 94 , 5 4 8人 で 、 前 年 度

と 比 較 し て 、 入 院 は 10 , 9 4 7人 （ 1 8 . 1％ ） の 減 少 、 外 来 は 11 , 6 7 6人 （ 1 1 . 0％ ） の 減
少 と な っ て い る 。 減 少 の 要 因 は 、 入 院 に つ い て は 矢 吹 病 院 に お い て 、 新 型 コ ロ ナ
ウ イ ル ス 対 策 と し て 緊 急 性 の 高 い 患 者 に 受 入 を 絞 っ た こ と 、 宮 下 病 院 及 び 南 会 津
病 院 に お い て 常 勤 医 師 が 減 少 し た こ と 、 外 来 に つ い て は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染
拡 大 に よ る 受 診 控 え や 南 会 津 病 院 に お い て 外 来 診 療 を 一 時 休 止 し た こ と 等 に よ る
も の で あ る 。
経 営 実 績 で は 、 医 業 収 益 2 , 3 7 6 , 4 8 7 , 2 2 1円 に 対 し 医 業 費 用 が 6 , 5 1 3 , 6 5 9 , 6 9 9円 と

な り 、 医 業 損 失 は 4 , 1 3 7 , 1 7 2 , 4 7 8円 で 前 年 度 と 比 較 し て 3 2 1 , 4 5 9 , 8 8 7円 （ 8 . 4％ ）
増 加 し て い る 。
ま た 、 事 業 収 益 6 , 7 8 3 , 7 9 9 , 7 4 7円 に 対 し 事 業 費 用 が 6 , 8 0 4 , 8 7 0 , 0 5 0円 と な り 、 純

損 失 は 2 1 , 0 7 0 , 3 0 3円 と な っ て い る 。 純 損 失 と な っ た 要 因 は 、 大 野 病 院 の 建 物 等 の
減 価 償 却 費 計 上 等 に よ る も の で あ る 。
令 和 ２ 年 度 に お い て 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 負 担 金 ・ 補 助 金 は 、 総 額

3 , 4 0 0 , 0 9 1 , 5 1 6円 と な り 、 主 に 退 職 手 当 対 応 経 費 の 減 少 に よ り 前 年 度 と 比 較 し て
3 2 1 , 3 7 9 , 8 7 1円 （ 8 . 6％ ） 減 少 し て い る 。
累 積 欠 損 金 は 主 に 廃 止 さ れ た 病 院 の 損 失 が 累 積 し た も の で 、 期 末 残 高 が

6 , 5 8 3 , 7 7 8 , 2 3 3円 と な り 、 前 期 末 よ り 2 1 , 0 7 0 , 3 0 3円 増 加 し て い る 。

監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 等 に 適 合 し 、 正 確 に 行 わ
れ 、 最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及 び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て
お り 、 重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。

対 象 公 所 県 立 矢 吹 病 院
実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 ７ 月 ８ 日
実 施 方 法 実 地 監 査
担 当 監 査 委 員 星 公 正

佐 竹 浩
事 業 経 営 の 状 況
令 和 ２ 年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 33 , 1 6 4人 、 外 来 患 者 数 延 べ 21 , 5 6 5人 で
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あ り 、 前 年 度 と 比 較 し て 入 院 は 4 , 5 6 1人 （ 1 2 . 1％ ） 、 外 来 は 1 , 6 9 1人 （ 7 . 3％ ） と と
も に 減 少 し た 。 減 少 の 要 因 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 に よ る 受 診 控 え 等 に よ
る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 1,842 , 968 , 506円 で 前 年 度 と 比 較 し て 157 , 243 , 879円 （ 7 .8％ ） 、

費 用 が 1 , 8 4 5 , 0 5 8 , 0 5 8円 で 前 年 度 と 比 較 し て 1 5 8 , 1 1 8 , 2 3 0円 （ 7 . 9％ ） と と も に 減 少
し 、 純 損 失 は 2 , 0 8 9 , 5 5 2円 で 前 年 度 と 比 較 し て 874 , 3 5 1円 （ 2 9 . 5％ ） 減 少 し て い る 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 精 神 病 院 増 こ う 経 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の 純

損 失 は 663 , 3 4 7 , 8 9 9円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 67 , 3 9 2 , 9 1 4円 （ 11 . 3%） 増 加 し て い る 。

監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 等 に 適 合 し 、 正 確 に 行 わ れ 、
最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及 び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て お り 、
重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。

対 象 公 所 県 立 宮 下 病 院
実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 ７ 月 29日
実 施 方 法 実 地 監 査
担 当 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

高 橋 宏 和
事 業 経 営 の 状 況
令 和 ２ 年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 2 , 0 3 6人 、 外 来 患 者 数 延 べ 1 1 , 9 9 0人 で

あ り 、 前 年 度 と 比 較 し て 、 入 院 は 1 , 4 1 2人 （ 4 1 . 0％ ） 、 外 来 は 1 , 3 6 5人 （ 1 0 . 2％ ） と
と も に 減 少 し た 。 減 少 の 要 因 は 、 地 域 の 人 口 減 少 及 び 常 勤 医 師 （ 内 科 ） の 減 少 等 に
よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 6 8 0 , 5 0 2 , 6 6 4円 で 前 年 度 と 比 較 し て 2 , 9 9 5 , 7 5 5円 （ 0 . 4％ ） 、

費 用 が 6 8 1 , 1 1 5 , 9 2 1円 で 前 年 度 と 比 較 し て 3 , 4 6 2 , 3 1 4円 （ 0 . 5％ ） と と も に 減 少 し 、
純 損 失 は 61 3 , 2 5 7円 で 前 年 度 と 比 較 し て 466 , 5 5 9円 （ 4 3 . 2％ ） 減 少 し て い る 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 不 採 算 地 区 病 院 運 営 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の

純 損 失 は 4 0 6 , 9 0 2 , 5 8 8円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 9 2 , 2 7 3 , 0 7 8円 （ 2 9 . 3 %） 増 加 し て い
る 。

監 査 の 結 果 、 次 の １ 件 の 指 導 事 項 に つ い て 是 正 ・ 改 善 を 求 め た 。
（ 指 導 事 項 ）

固 定 資 産 （ 無 形 固 定 資 産 ） 及 び 流 動 資 産 （ 前 払 費 用 ） の 経 理 に 適 正 を 欠 い て い
る も の が あ る 。

対 象 公 所 県 立 南 会 津 病 院
実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 ７ 月 15日
実 施 方 法 実 地 監 査
担 当 監 査 委 員 星 公 正

佐 竹 浩
事 業 経 営 状 況
令 和 ２ 年 度 の 利 用 状 況 は 、 入 院 患 者 数 延 べ 12 , 2 1 6人 、 外 来 患 者 数 延 べ 48 , 9 8 4人 で

あ り 、 前 年 度 と 比 較 し て 入 院 は 5 , 5 8 5人 （ 3 1 . 4％ ） 、 外 来 は 8 , 1 4 5人 （ 1 4 . 3％ ） と と
も に 減 少 し た 。 減 少 の 要 因 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 に 伴 う 受 診 控 え や 外 来
診 療 の 一 時 休 止 及 び 常 勤 医 師 （ 整 形 外 科 ） の 減 少 等 に よ る も の で あ る 。
事 業 収 支 は 、 収 益 が 2 , 1 6 1 , 7 4 3 , 3 3 6円 で 前 年 度 と 比 較 し て 84 , 5 9 3 , 2 7 2円 （ 3 . 8％ ） 、

費 用 が 2 , 1 6 3 , 5 2 6 , 7 5 3円 で 前 年 度 と 比 較 し て 87 , 7 2 9 , 5 0 0円 （ 3 . 9％ ） と と も に 減 少 し 、
純 損 失 は 1 , 7 8 3 , 4 1 7円 で 前 年 度 と 比 較 し て 3 , 1 3 6 , 2 2 8円 （ 6 3 . 8％ ） 減 少 し て い る 。
な お 、 一 般 会 計 か ら 繰 り 入 れ ら れ た 不 採 算 地 区 病 院 運 営 費 負 担 金 を 除 い た 実 質 の

純 損 失 は 27 7 , 0 3 5 , 4 9 2円 で 、 前 年 度 と 比 較 し て 1 7 6 , 6 3 5 , 0 3 1円 （ 3 8 . 9％ ） 減 少 し て い
る 。

監 査 の 結 果 、 次 の １ 件 の 指 摘 事 項 、 １ 件 の 指 導 事 項 に つ い て 是 正 ・ 改 善 を 求 め た 。
（ 指 摘 事 項 ）

未 収 金 の 経 理 及 び 管 理 並 び に 収 益 及 び 費 用 の 算 定 に つ い て 、 チ ェ ッ ク 体 制 が 機
能 し て お ら ず 、 会 計 処 理 に 著 し く 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。

（ 事 実 ）
１ 過 年 度 団 体 医 業 未 収 金 に つ い て 、 事 務 処 理 の 誤 り に よ り 減 額 調 定 漏 れ が あ
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る も の や 、 督 促 が 行 わ れ て い な い も の が あ る 。
⑴ 保 険 請 求 査 定 減 等 に 伴 う 減 額 調 定 漏 れ ９ 件 521 , 3 2 0円
⑵ 未 収 金 残 高 確 認 不 足 に よ る 督 促 漏 れ ４ 件 119 , 7 4 4円

２ 過 年 度 個 人 医 業 未 収 金 が 312 , 1 5 0円 過 小 に 計 上 さ れ て い る 。
３ 過 年 度 団 体 医 業 未 収 金 の 減 額 調 定 漏 れ 等 に よ り 、 令 和 ２ 年 度 の 収 益 が
13 5 , 2 5 0円 、 費 用 (貸 倒 引 当 金 繰 入 )が 1 0 4 , 5 8 5円 、 そ れ ぞ れ 過 大 に 計 上 さ れ て
い る 。

４ 過 年 度 及 び 現 年 度 個 人 医 業 未 収 金 に つ い て 、 一 部 を 除 き 、 規 定 ど お り の 督
促 が 行 わ れ て お ら ず 、 債 務 者 と の 折 衝 等 の 経 過 に つ い て の 記 録 票 も 作 成 さ れ
て い な い 。

（ 是 正 又 は 改 善 の 意 見 ）
未 収 金 の 経 理 及 び 管 理 並 び に 収 益 及 び 費 用 の 算 定 に 当 た っ て は 、 組 織 内 の チ ェ ッ

ク 体 制 を 強 化 す る と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。

（ 指 導 事 項 ）
固 定 資 産 台 帳 の 整 備 に 適 正 を 欠 い て い る も の が あ る 。

対 象 公 所 県 立 大 野 病 院
実 施 年 月 日 令 和 ３ 年 ８ 月 ３ 日
実 施 方 法 書 面 監 査
担 当 監 査 委 員 星 公 正

高 橋 宏 和
事 業 経 営 の 状 況
当 病 院 は 、 東 日 本 大 震 災 及 び 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に 伴 い 、 平 成 23

年 ３ 月 12日 か ら 休 止 と な っ て お り 、 入 院 及 び 外 来 の 実 績 は な い 。
事 業 収 支 に つ い て 、 収 益 が 89 , 063 , 4 17円 で 前 年 度 と 比 較 し て 16 , 047円 （ 0 .01％ ） 、

費 用 が 9 9 , 9 8 1 , 4 5 7円 で 前 年 度 と 比 較 し て 1 , 8 6 8 , 0 9 8円 （ 1 . 9％ ） と と も に 増 加 し 、 純
損 失 は 1 0 , 9 1 8 , 0 4 0円 で 前 年 度 と 比 較 し て 1 , 8 5 2 , 0 5 1円 （ 2 0 . 4％ ） 増 加 し て い る 。
収 益 の 主 な も の は 長 期 前 受 金 戻 入 で あ り 、 費 用 の 主 な も の は 減 価 償 却 費 で あ る 。

監 査 し た 限 り に お い て 、 監 査 の 対 象 と な っ た 事 務 は 法 令 等 に 適 合 し 、 正 確 に 行 わ
れ 、 最 少 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を 挙 げ る よ う に し 、 そ の 組 織 及 び 運 営 の 合 理 化 に 努 め て
お り 、 重 要 な 事 項 は 認 め ら れ な い 。

（ 監 査 総 務 課 ）


